
 

 

 

書式第２０号（法第２５条関係） 

2017年度第4回常任委員会議事録1/3 

 

 

特定非営利活動法人ジャパン・プラットフォーム 

2017年度第4回常任委員会 議事録 

 

1 日時：2017年7月20日(火)午後4時～6時 

2 場所：東京都千代田区麹町3-6-5 麹町GN安田ビル4階 JPF事務局会議室 

 

3 出席者の確認 

  常任委員総数9名のうち、常任委員会の成立要件である3分の2以上の出席が満たされている旨の 

報告がなされ、本会の成立を確認した。 

 常任委員 

  NGOユニット：大西 健丞 

  NGOユニット：橋本 笙子 

 外務省：民間援助連携室首席事務官 垂井 俊治 

  経済界：永井 秀哉（欠席につき評決権委任：飯田委員） 

  経済界：鈴木 均 

  学識経験者：石井 正子 

  学識経験者：堀場 明子（欠席につき評決権委任：橋本委員） 

  代表理事：有馬 利男（欠席につき評決権委任：飯田委員） 

  事務局長：飯田 修久 

 オブザーバー 

  外務省：民間援助連携室 岡野 恭子 

  ＡＡＲ：穂積 武寛 

  議長は、常任委員会規約の第3条により事務局長が務める旨を確認した。 

  

第一部 16:00- 

4 審議事項  

(1) 第一号議案：第3回常任委員会議事録の承認 

審議の結果、全会一致で以下の通りとした。 

承認。 

 

(2) 第二号議案：モスル新規対応の承認 

審議の結果、全会一致で以下の通りとした。 

承認。 

イラク・シリア人道危機プログラム2017のプログラム内でモスルへの帰還民の支援を 

行うこととし、緊急準備金から追加で1億円の予算を投入する。ただし、4ヶ月後を目処とし

て、自然災害の発災状況を踏まえ、緊急準備金からさらなる追加資金の検討を行うこと。 

 

(3) 第三号議案：アフガニスタン帰還難民緊急支援プログラム延長の承認 

審議の結果、全会一致で以下の通りとした。 

承認。 

アフガニスタン帰還難民緊急支援2017プログラム延長 
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プログラム期間：2017年9月1日から2018年2月28日 

予算枠：1.9億円 

承認に際し以下のコメントがあった。 

常任委員での審議に際し審議資料としてコアチームからの答申のみではなく、そのインパク

ト等、全体的に議論できる資料を提示すること。 

 

(4) 第四号議案：「共に生きるファンド」募集要項変更についての承認 

審議の結果、全会一致で以下の通りとした。 

承認。 

 

5 報告事項 

(1) 財務状況の報告 

6月度の財務報告があった。 

(2) 経営委員会（6/7・6/21）の報告 

資料（議事録）参照。 

(3) 復興庁被災者支援コーディネート事業の採択についての報告 

経営委員会で承認されたことを報告した。財務担当責任者より、財源は一旦、一般正味財産を

使用する旨の確認がなされ、承認された。 

(4) 難民の日シンポジウムについての報告 

６月２０日開催の難民の日シンポジウムは、約３５０人の参加者（16社18人のメディアを含

む）があり好評を得た。アンケート結果とメディア掲載歴をまとめ、報告した。 

 

第二部 18:05- 

6 審議事項 

(1) 第一号議案：南スーダン支援ブログラムにかかる事業計画の承認 ：2事業 

審議の結果、全会一致で以下の通りとした。 

① <PWJ>ケニア共和国カロベエイ居住地域における南スーダン難民へのシェルター支援3 

条件付き承認。 

・ ログフレームのシェルター普及率の指標と目標値の記載方法について見直しのこ

と。 

・ 他のステークホルダーを含めた支援の全体像を明らかにし、それぞれとの関連を説

明した上で本事業の位置づけを明確にすること。 

・ シェルター引き渡し後のフォローアップについて説明のこと。 

・ 現行事業の裨益者や、大工など本事業に従事する関係者等の属性を把握して事業実

施のこと。 

 

② <ＷＶJ>エチオピア南スーダン難民キャンプでの教育環境整備事業第2期 

条件付き承認。 

・ ログフレームの各指標と目標値について記載を見直しのこと。 

・ 事業計画書に記載の「難民のコンテキスト」について詳細を説明の上、事業、難民、

学校、教師などそれぞれの観点から継続性、持続性について記載のこと。 

・ 設備の維持管理について説明のこと。 
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・ 人件費を含め、予算を精査のこと。 

 

(2) 第二号議案：九州北部豪雨被災者支援にかかる事業計画の承認 ：1事業 

*メール審議中の案件あったが、緊急性を鑑み、議案を追加し審議を行った。 

① < PWJ >朝倉市における避難所運営支援事業 

承認。 

 

7 書面による報告 

  （1）ＮＧＯユニットおよび事務局より、書面をもって以下を報告した。 

① NGOユニットからの報告 

② 「共に生きる」ファンド収支報告書調査結果 

③ 事業計画変更の報告 

④ JPF事務局審議結果の報告 

⑤ 固定資産処理の報告 

⑥ 終了報告書審議結果の報告  

⑦ コアチームの報告 

 

  （2）次回の開催日時と会場について 

   会場をJPF事務局とし、以下の日程で常任委員会を開催することを確認した。 

   2017年度第5回常任委員会：2017年8月24日（木）16時より 麹町GN安田ビル4F 

   2017年度第6回常任委員会：2017年9月25日（月）16時より 麹町GN安田ビル4F 

                                                    

                                                        以上                       


